
令和5年度公共空間利活用社会実験事業

トライアルパーク報告書

霧島リノベーションまちづくり実行協議会・霧島市都市計画課



実施概要

○目的
道路や広場などの公共空間の使い方を模索し、街中での多様なアクティビティを創出するため、
公共空間の滞在機能の促進や来訪者数等の統計調査などを目的とした社会実験を実施するも
の

○日時
2023年10月13日（金）～10月22日（日）
※一部、2024年３月31日（日）まで延長実施

○会場
霧島市民会館前広場（霧島市国分中央三丁目8番1号）

○設営
・人工芝：1,200㎡
・腰掛ベンチ：2箇所
・スターシェード
・モバイル遊具「モップス」
・テーブルイスパラソル
・ハンモック など

○主催／共催
霧島リノベーションまちづくり実行協議会／霧島市

出典：国分中央エリアビジョン
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対象案件



対象案件 R1航空写真

国分山形屋
（商業施設）

市民会館
（文化施設）

福祉センター
（福祉施設）

交番



国分山形屋
（商業施設）

市民会館
（文化施設）

福祉センター
（福祉施設）

交番

対象案件 H17航空写真



市民会館
（文化施設）

国分山形屋
（商業施設）

福祉センター
（福祉施設）

交番

通行者の動線



これまでの使われ方

平常時
・東屋でご飯を食べる姿や、商業施設の買い物客が屋根付き
ベンチで休息を取っている。
・市民会館でコンサートやお遊戯会があると、開園前や開園後
など局所的に人が集まっている。

小規模イベント時
・高校生による実習販売などスポット的に利用されることもある。
・比較的気候の良い時期には、マーケットイベントが開催されて
いる。

大規模イベント時
・ハロウィンイベントや夏まつりといった毎年恒例の大型イベント
の会場またはとなっている。

⇒日常的な利用はあまりなく、滞在者よりも圧倒的に通行者の
方が多い

⇒周辺に駐車場も多くあり、主催者としては重宝する立地であ
る。一方、来場者としては日影や休憩するスポットが限られてお
り、滞在時間が短くなる傾向がある。

⇒屋外ステージを設けるイベントや多くの来場者が見込まれる
夏まつりなどでは、大人数を収容することができる広場となる。



広場の状況①

車進入ができない入口 点字ブロックとアプローチ 広場を取り囲む石のベンチ

東屋2棟 モニュメント5基 樹木3本

一部木質のベンチ3基 高圧鉄塔 まちなかへの動線

隣接する商業施設 市民会館チケット売り場 共同利用施設



広場の状況②

石碑① 石碑② 公衆トイレ

住居表示案内図 倉庫（公社使用） 屋根付きベンチ1基

ベンチ付植栽1基 敷地境界の花壇植栽 樹木を取り囲む丸ベンチ

植栽 隣接地との境界 禁止看板



広場の状況まとめ

■現状
・平常時には交差点的な要素が強い場所

・点字ブロックが老朽化しており、通行者の動線も
複雑

・日陰が少ない

・コンクリートで無機質（照り返しも）であり、地べた
には座らない

・縁石や東屋、植栽、柱など乱立しているなどイベン
トでのレイアウトが困難

・休息スペースについて平常時には余り気味であ
るものの、イベント時には足りない

・大規模イベント時は多くの来訪者数を収容できる
スペースとなる

・繁華街が近いが、夜は比較的静か



リビングスクール

公共空間の使い方を考える全5回の養成講座を開催

【事業目的】
・まちなかに主体的に関わる市民や民間事業者の参画を促す
・好きなことを小さく実現（表現）する一歩を創出する
・交通、交流、経済活動などによる人々の動きやコミュニティが活性化
する場を創出する

【事業内容】
・道路や広場などの公共空間の新しい使い方を模索し、まちなかで
多様なアクティビティを創出する
・実践型のワークショップを開催し、集積となる社会実験の場をコー
ディネートする

【開催結果】

アクティビティチーム
・えんがわマルシェ
・ヨガくらぶ
・霧島茶庭
・LITUP!
・まち神楽／太鼓／神舞

DIYチーム
・植栽を腰掛けベンチにリメイク

行政チーム
・人工芝を張る



実施概要～スキーム～

所管：スポーツ・文化振興課（行政財産）

霧島市民会館

指定管理者
㈱舞研

協定 運営

霧島リノベーションまちづくり実行協議会（空間創出）

えんがわマルシェ きりしまヨガくらぶ 霧島茶庭 LITUP!

まち神楽
まち太鼓
まち神舞

行政財産使用許可

公衆
トイレ

各団体（アクティビティ創出）

霧島市民会館前広場



実施概要～空間創出～

ちょっと前から 現在へ



実施概要～空間創出～



実施概要～アクテビティ創出～

10/13 公開ミーティング 10/1５ Cleanup Coffee Club 10/1５ えんがわマルシェ 10/1５ こどもフォーラム

10/16～19 ランチ広場 10/1９・２１・２２ まちなかヨガ 1０/21 霧島茶庭1０/20 焚火ミーティング

10/２１ 竹笛教室 10/２１ まちなか神楽 10/２２ ドラムサークル 10/２２ 手作りトランペットWS



パンフレット



パンフレット



新たなの兆し

⇒市民会館利用後の人達が留まり、コミュニケーションの場に

⇒晴れた日にはランチ会場に ⇒子どもを連れた家族や犬の散歩をする人を見かける

⇒学校帰りの女子高生の立ち寄りが見られる（動画撮影）

これまでに来ることのなかった新たな層や、新しい使い方をする人の姿が現れてきた。



社会実験の検証項目

項目 調査目的 調査内容 調査方法

来訪者
アンケート調査

来訪者の感想・意向を
知る

来訪した方々への
アンケート調査
（Googleフォーム
で回収）

QRコードによる収集

来訪者
量的変化
※非公開

来訪者の滞在時間の
把握

社会実験前後の人
流を推計人口で比
較

携帯電話の位置情報を活
用したデータによる測定

来訪者エリア別
人流調査

会場内のエリア別の来
訪者を知る

会場へのin、outを
設置したカメラから
計測

AI搭載カメラによる通行
量・滞在時間等の調査

まちなかの居心
地を測る指標

来訪者の活動を可視化 調査員による目視
による活動状況の
把握

国交省「まちなかの居心
地の良さを測る指標（改
訂版Ver.1.0）」



来訪者アンケート調査（回収：７６名・～１/３１）

お住まい

市内 市外 未回答

お住まい（市内）

国分 隼人 溝辺 霧島 横川 福山 牧園

どこで知ったか

SNS たまたま通りかかった

友人知人の紹介 チラシ・パンフレット

その他

広場の雰囲気（満足度）

満足度5 満足度4 満足度3 満足度2 満足度1

居心地よく過ごすことができたか

とても居心地が良い 居心地が良い

どちらでもない やや落ち着かない

落ち着かない

また来たいと思いますか

そう思う やや思う

どちらでもない あまりそう思わない

そう思わない



この取り組みを続けてほしいですか

やらなくていい 続けてほしい

⇒人工芝、腰掛けベンチ、テーブル椅子など延長して設置中

来訪者アンケート調査（回収：７６名・～１/３１）



来訪者アンケート調査（回収：７６名・～１/３１）
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今回の社会実験で良かった取り組み
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今後あった方がいいと思うもの

⇒人工芝、腰掛けベンチ、スターテント、テーブル椅子の順で
好評。その他に、そよ風という意見も。

⇒雨をしのげる施設、マルシェなどの催し、キッチンカー、
天然芝、照明の順で希望あり。その他、電源・Wifi、簡易な
遊具、音楽、オープンカフェという意見も。



来訪者アンケート調査（回収：７６名・～１/３１）

自由記述（抜粋）

●夕方利用させていただきました。子供と遊べる遊具、ゆっくり座れるイス、テーブルと大満足です。

●普段は石畳で足を止めない場所でしたが、人工芝や遊具、ベンチやテントなど大人も子供も過ごしやすい空間で、
ついつい立ち止まりたくなる空間になっていました。周辺でこのような場所はなかったので、お買い物ついでに気軽
に休憩できる場としてとてもよかったです（特に子供遊具は、汚れずにサクッと遊べる場として重宝しました）。ぜひ今
後もこのような空間が各地にできればいいなあと思います。ありがとうございました！

●保育園に園庭がないので天気の良い日には戸外に行ってます。通りかかった時に見つけて子どもたちを連れて行
こうと思い参加させていただきました！カラフルな遊具に子どもたちは目を輝かせて遊ぶことができたので本当にい
い取り組みだと思います。

●芝生を敷くだけでこんなにイメージが変わるのかと驚きました！

●街の中の癒し空間になっていて、つい長居してしまいました。とても良い環境だと思います。子ども達も裸足で遊ん
で楽しんでいました。

●近所なので、散歩途中に休憩させてもらいました。普段は何もなく、もったいないスペースだと思ってたので、このま
まずっと置いててほしいです。

●1人で椅子とテーブルを使ってしまうのは心苦しい＆寂しいので広めの立ちテーブルとかあると嬉しいかもです

●緑が多くとてもおしゃれで、光も多く開放的な空間で楽しい時間を過ごせました。ありがとうございました。

●コンクリートの敷地で開催するイベントよりも人工芝があることで人が集まったり、一休みをしに立ち寄りたくなる
きっかけになれるなと、とても魅力を感じました。



●初めて夜外でヨガ活動を出来て良かった！照明や設備の雰囲気が良く、夜空を見上げながらリラックスできた。町
中で、トイレも近く、目の前が交番ということもあり防犯面も安心できるのが良い

●普段は通り過ぎるだけの広場でしたが、とても雰囲気が良くて、広場に3時間ほど滞在していました。ゆっくり過ご
せる場所ができて、国分の街なかで過ごすことが増えました。

●照明は21時迄でも明るくしてほしい。芝生は恒久的に設置してほしい。電気や水道がもっと多くなれば良いと思い
ます。遊具で子供が楽しく遊びましたので常設してほしいです。日陰が欲しいです。

●芝生があるだけで大人から子供まで座り込んで思い思いの時間を過ごしている雰囲気が最高でした。こういう街
で子育てをしたいと思う場だった。

●人工芝を敷いてくれていたので、子どもと一緒にシートを敷いて座れました！ゆっくりできました！赤ちゃんを連れて
ゆっくりできるところがあまりないので嬉しいです！

●日よけのテントが特によかったです。日差しが強くても外で過ごせて快適でした！

●子供と楽しく遊ばせてもらってます！芝生があると転んでも安全なので、走り回らせることができます！以前あった
遊具があるとさらに嬉しいです。

●秋に来た時は遊具があって子どもがかなり楽しんでいて、その後何度か来ました。なくなって子どもがかなり残念
がっています。大人も太陽の下、リラックスしながら見守りができ良い環境でした。車道が近いので少し注意が必要
ですが、せっかく広いスペースがあるのだからもう少し範囲を広げて人が集いやすいように整備してもらいたいです。
冬の暖かい日に木製の正方形デッキで子どもとランチしましたが、走り回って楽しそうにしていました。まわりにもお
弁当を食べている人がいて、こういう場所がずっとあればいいなと思っています。常設のオープンカフェがあればもっ
と利用する人がいると思いました。

来訪者アンケート調査（回収：７６名・～１/３１）







イベント実施



イベント実施



まちなかの居心地を測る指標（改訂版 ver.1.0）調査結果概要

対象地：霧島市民会館前広場
所在地：霧島市国分中央3丁目８－１

1回目 2回目

調査年月日 R5.10.22（日） R5.11.12（日）

時間 12:00-12:10 14:00-14:10

滞在者数 31人 10人

通行者数 11人 12人

交流者数 28人 10人

安心感 6.1/8.0 4.9/8.0

寛容性 6.3/8.0 4.5/8.0

安らぎ感 6.9/8.0 4.9/8.0

期待感 7.6/8.0 5.5/8.0

イベント有無 有 無

設置物

人工芝
腰掛ベンチ
モバイル遊具
スターシェード

人工芝
腰掛ベンチ
モバイル遊具

国交省：まちなかの居心地を測る指標（改訂版 ver.1.0）



まちなかの居心地を測る指標（改訂版 ver.1.0）調査結果概要



まちなかの居心地を測る指標（改訂版 ver.1.0）調査結果概要

R5.10.22（日）

R5.11.12（日）

ボーダーライン

⇒イベント開催時による各指標の効果は大きく、非日常感といった期待感が高かったことがうかがえる

⇒一方、人工芝や腰掛ベンチなどの設置について、若干の効果はあるものの、ボーダーライン上にあ
り、整備のみでは居心地の良さは高くならない。



https://project.nikkeibp.co.jp/atclppp/PPP/news/100303089/

新・公民連携最前線 南日本新聞

メディア・SNS



メディア・SNS

霧島市HPまちの話題

https://www.city-
kirishima.jp/hisyokouhou/shise/koho/machinowadai/
r05wadai/r0510.html#trialpark https://note.com/yamakuchi_hitomi/n/ncd6486891f05

note



メディア・SNS

facebook：須部貴之氏 facebook：加藤潤氏



今後の課題整理

課題① 課題②

課題③ 課題④

利活用しやすいレイアウト 歩行者の動線確保

平常時から利用される防災機能の検討 公共空間の新しい運営手法の検討

設置物が多く、エリアが複雑なため、イベントを開催しにくい空間と
なっています。ある程度余裕を持った空間を創出することと、シーンに
応じたゾーニングを行う必要があります。

広場という役割だけでなく、周辺の商業施設や市民会館、福祉施設
などへの動線としても機能しています。滞在者だけでなく通行者にも
やさしいアプローチを検討する必要があります。

市街地の中心にあるにもかかわらず、多様なアクティビティが生まれ
にくい利用環境となっています。広場の維持管理のみならず、運営者
という視点をもった仕組みづくりを検討する必要があります。

広場を含む市民会館については、今後防災拠点としての機能強化が
検討されています。災害時だけでなく日常的に利用される設備の導
入を検討する必要があります。

催事には障害ともなり得る石柱
文化・芸能を発信しやすい

空間の確保

休息やコミュニケーションが
生まれやすい空間の確保

歩いて楽しい空間演出
／大東市

点字ブロックの更新
及び動線のスムース化回遊しやすい動線の確保

催事に利用可能な
給電設備の設置／大東市

炊き出しにも利用可能な
かまどベンチ

日常的に利用可能な
給排水設備／岡崎市

わいわいコンテナ
／佐賀市

大牟田駅前西口広場
／大牟田市

えんがわマルシェ
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